
 

 

 

 

 

 

【提案・要望先】総務省、財務省、国土交通省 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(1) 事前防災対策推進のための予算枠の拡大 

○防災・減災、国土強靱化の強力かつ計画的な推進 

○地方整備局等の体制の充実・強化 

(2) 土砂災害防止法による基礎調査への支援拡大 

〇実施箇所の増加が見込まれる基礎調査事業への財政支援の拡大 

（１）事前防災対策推進のための予算枠の拡大 

○災害からいのちを守り、地域の社会活動や経済活動における被害を最小化する土

砂災害対策を強力かつ計画的に推進するため、防災・減災、国土強靱化５か年加

速化対策については、残る期間における予算・財源の確実な確保が必要。 

  さらに、改正国土強靱化基本法を踏まえ、対策期間完了後においても、国土強靱

化に必要な予算・財源の継続的・安定的な確保が必要。 

○激甚化・頻発化する自然災害に即応するため、TEC‐FORCE 等を含む地方整備局等

の体制の充実・強化および災害対応に必要となる資機材の更なる確保が必要。 
 

（２）土砂災害防止法による基礎調査への支援拡大 

○土砂災害のおそれのある区域を住民に周知するため、土砂災害防止法に基づく基

礎調査の継続的な実施が必要。 

今後は、詳細な地形図を用いることにより、基礎調査箇所の増加が見込まれるが、

事業費確保が課題であり、地方財政措置や補助率の嵩上げなど更なる財政的支援

が必要。 

 

いのちと暮らしを守る土砂災害対策の推進 

 激甚化・頻発化する土砂災害から滋賀県民のいのちと暮らしを守るため、被害を防

止・軽減させる事前防災対策を計画的に推進する。 

１．提案・要望内容 

２．提案・要望の理由 



 
      

（１） 事前防災対策の推進 
・令和２年度から事業の前倒し補正予算を含め、５か年加速化対策事業を推進しているところ。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）土砂災害防止法による基礎調査への支援拡大 
・土砂災害防止法により概ね 5 年に一度繰り返し基礎調査を実施する必要がある。 

・今後は、改訂指針に基づいた詳細な地形図を用いたリスク箇所の抽出を行うことから、箇所の大幅 

な増加が見込まれるため、予算確保に課題がある。 

・新たに抽出した箇所の基礎調査を早期に進めるために、地方財政措置や補助率拡大が必要である。 

                               

 

 

 

 

 

 

 
 

 
 
 
 

（本県の取組状況と課題） 

 

担当：土木交通部砂防課 土砂災害防止係・事業係 TEL 077－528－4192・4193 

坪谷川【長浜市徳山町】 

急傾斜地崩壊対策事業 

藤尾川【大津市藤尾奥町】 

若葉台２地区【大津市若葉台】 菅浦２地区【長浜市菅浦】 

緊急対策並びに加速化対策の期間で完成した施設 

砂防事業 

 
R4.8 月豪雨による土砂流出。 
砂防堰堤により土砂および流木
を捕捉。 
下流集落への被害を未然に防止。 

 

施設効果事例（後谷川砂防堰堤） 

下流集落 

後谷川砂防堰堤 
 

下流集落 
 

 

事務所 R2 R3 R4 R5 R6以降

箇所抽出
基礎調査

LP測量
箇所抽出

南部
東近江
湖東
長浜
木之本
高島

(LP測量) 箇所抽出 基礎調査

R2以降の取組状況

LP測量 基礎調査 基礎調査 基礎調査大津

甲賀 LP測量 基礎調査 基礎調査

先行して抽出業務を実施した大津、甲賀管
内では想定以上に対象箇所が増えた。 
今年度、他６事務所の抽出業務の実施によ
り、基礎調査の必要箇所がさらに増加する
見込み。 


